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戸 、

第刃可③回文M脳謎めぐり
5月25日第1 18回文化財めぐりを開催しました。今回は「大崎周辺を歩く」と題して、

中原や金井、福力などにある神社や石碑などの文化財をめぐりました。

今回は5月にしては、とても暑い30度を超える日でしたが、参加者のみなさんは汗をか

きながらも熱心に見学をされていました。

」、

／

、
7月6日に、津山市立図書館主催の「図書館を使った調べる学習コンクール」チャレン

ジセミナー②「津山の城下町を調べてみよう」が開催され、子供たちに城下町について解説

をしました。現在当館は耐震改修工事中のため、会場は津山市立図書館で行いました。

当日は7名の子供たちと保護者の方々が参加し、熱心に話を聞き入っていました。

剖旦

」匙
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~、〆

友⑨会会員募集中です

現在当館は耐震改修工事で休館中ですが、本年度も友

の会の会員を募集しています。現在博物館の展示をご覧

いただけないため、会費は年額500円とさせていただ

きます。

会員特典は当館発行のたより「津博」や当館主催の文

化財めぐりのご案内の送付などとなっております。

みなさまふるってお申し込みください。

友蛎会会員証

平成31年度

寒月
4－い
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津山郷土博物館

ノに

、〆

当館へお越し⑨際⑨駐車場について
現在、当館は耐震改修工事中のため、建物裏の駐車場をご利用できません。ご用の方は、

西隣りの観光駐車場か、建物正面の南側をご利用ください。

なお、建物南側をご利用の場合は、工事時期により、駐車場所が異なりますので、あらか

じめお尋ねください。
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南側の建物表側へお願いします。建物裏は進入できません。

ノ
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耐震改修工事の進捗状況

耐震改修工事は、現在3階を工事中です。展示室の壁を崩して、耐震補強用の山形の鉄骨を入れる

作業を行っています。また、3階中央展示室の天井付近にある、現在使っていない窓について、窓の

ままだと強度が足りないため、コンクリートで埋めています。見た目は今までどおり窓があるような

仕上げをする予定です。

今後、3階終了後は、 ｜||頁次2階、 1階へと進んでいきます。

3階東側の展示室

房

天井付近の窓を塞ぎます

（赤丸で囲んだ箇所）

補強用の鉄骨が入っています
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旧
津
山
市
庁
舎
カ
ラ
ー
写
真

、

。

旧津山市庁舎カラー写真（昭和40年代頃か）

こ
の
写
真
は
、
元
津
山
市
職
員
の
故
・

尾
宮
才
助
氏
の
ご
親
族
か
ら
当
館
へ
最
近

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
尾
宮
氏
が
在
職

中
に
撮
影
し
、
引
き
伸
ば
し
て
額
に
入
れ

て
あ
り
ま
し
た
。
裏
書
な
ど
が
無
く
、
撮

影
時
期
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
お
お

よ
そ
昭
和
伽
年
代
頃
の
撮
影
と
思
わ
れ
ま

す
。

庁
舎
の
外
観
に
注
目
す
る
と
、
外
壁
が

全
て
白
く
、
郷
土
博
物
館
に
改
装
さ
れ
た

現
状
と
比
較
す
る
と
、
茶
色
の
帯
状
の
タ

イ
ル
貼
り
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

竣
工
当
初
の
古
写
真
を
見
る
と
、
現
状
と

同
様
の
帯
状
の
デ
ザ
イ
ン
を
確
認
で
き
ま

す
。
戦
時
中
に
空
襲
の
目
標
と
な
る
の
を

避
け
る
た
め
、
黒
く
ス
ス
が
塗
ら
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
師
年
（
１
９
６
２
）
に
薄
桃

色
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
際
、
元
の
帯
部
分

も
全
て
同
色
に
塗
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

庁
舎
の
周
辺
を
見
渡
す
と
、
西
隣
に
は

別
棟
の
食
堂
が
あ
り
、
東
隣
に
は
昭
和
詔

年
竣
工
の
庁
舎
新
館
（
後
に
図
書
館
と
し

て
利
用
）
の
建
物
が
見
え
ま
す
。
正
面
玄

関
前
は
駐
車
場
で
す
が
、
細
長
い
土
地
で

加
数
台
し
か
駐
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
車
で
の

小

島

徹

来
庁
者
が
増
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
時

期
、
駐
車
場
確
保
の
問
題
も
深
刻
化
し
て

い
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

登
録
文
化
財
の
旧
市
庁
舎
が
現
役
と
し

て
活
躍
中
の
様
子
を
カ
ラ
ー
撮
影
し
た
貴

重
な
１
枚
で
す
。

■■剣'寧噌詞』

一

Ｆ

一
色

現在の郷土博物館の外観（左）と竣工当初の市庁舎の外観
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つ
づ
く
地
震

宝
永
四
年
（
一
七
○
七
）
十
月
四
日
、
遠
州
灘

か
ら
四
国
ま
で
の
沖
合
を
震
源
と
し
て
巨
大
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
１
）
。

地
震
が
発
生
し
た
十
月
四
日
の
津
山
藩
国
元
日

記
に
は
、
「
い
ま
ま
で
覚
え
が
な
い
ほ
ど
の
強
い

地
震
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
も
地
震
は
つ
づ
き
ま
し
た
（
以
下
特
に
注
記

が
な
い
も
の
は
す
べ
て
国
元
日
記
に
よ
る
）
。
宝

永
七
年
閏
八
月
十
一
日
の
地
震
で
は
潰
家
や
山
崩

れ
が
あ
り
、
死
人
が
出
る
被
害
が
出
た
と
あ
り
ま

す
が
、
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
翌
年
の
二
月
一

日
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
概
要

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
被
害
が

大
き
か
っ
た
地
域
は
大
庭
郡
・
真
島
郡
と
考
え
ら

れ
、
百
十
八
軒
が
「
潰
家
」
、
百
四
十
一
軒
が
「
半

潰
家
」
、
山
崩
れ
が
七
十
ケ
所
あ
っ
た
こ
と
な
ど

が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
正
徳
元
年
（
一
七

二
）
五
月
、
津
山
藩
は
新
御
殿
建
設
に
動
き
出

し
ま
し
た
。
二
十
一
日
、
江
戸
留
守
居
役
が
老
中

正
徳
の
新
御
殿

井
上
河
内
守
へ
「
津
山
御
本
丸
の
外
内
山
下
御
住

居
御
家
作
の
義
御
伺
い
書
」
を
提
出
し
ま
す
（
江

戸
日
記
）
。
二
十
二
日
に
は
許
可
が
下
さ
れ
、
六

月
十
日
に
国
元
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
国
元
日
記

に
は
、
「
津
山
で
は
近
頃
地
震
が
度
々
起
こ
り
、

御
城
内
に
は
石
垣
が
多
く
余
っ
て
い
る
土
地
も
な

く
、
地
震
の
と
き
に
退
所
が
な
い
の
で
、
平
地
に

軽
家
を
つ
く
り
、
住
居
と
し
て
使
い
た
い
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

新
御
殿
の
位
置

元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）
頃
か
ら
宝
永
四
年

頃
の
間
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
２
）
写
真
①
「
津
山
古
図
」
（
矢
吹
家
資
料
弓
斎
叢

書
２
６
９
）
（
３
）
と
写
真
②
の
享
保
七
年
（
一
七
二

二
）
「
津
山
御
城
下
惣
絵
図
」
を
見
る
と
、
写
真

①
の
大
熊
六
左
衛
門
、
将
監
の
屋
敷
と
御
用
場
の

部
分
が
写
真
②
で
は
御
殿
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

正
徳
元
年
六
月
十
一
日
、
内
山
下
に
「
御
殿
御

家
作
」
が
仰
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

大
熊
将
監
の
居
屋
敷
と
安
藤
主
殿
の
居
屋
敷
東
の

方
三
間
通
が
御
用
に
つ
き
召
し
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
①
の
時
点
で
は
、
安
藤
斎
宮
（
主
殿
）
の
屋

敷
は
現
在
観
光
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
辺
り
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
宝
永
五
年
六
月
十
九
日
に
御
用
場
の

場
所
へ
移
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
①
の
御
用
場
が

あ
っ
た
場
所
（
正
徳
元
年
の
時
点
で
は
安
藤
の
屋

敷
）
を
写
真
②
の
御
殿
と
比
較
す
る
と
、
御
用
場

の
東
側
が
御
殿
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

新
御
殿
建
設
の
経
過

正
徳
元
年
九
月
二
十
二
日
に
新
御
殿
造
作
に
つ

き
祈
祷
が
行
わ
れ
、
翌
年
五
月
九
日
に
完
成
し
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
十
二
日
に
は
生
後
十
一
ケ
月
の

姫
様
（
万
）
が
新
御
殿
に
移
り
ま
し
た
。
翌
日
に

御
用
場
始
が
行
わ
れ
、
十
五
日
か
ら
は
御
家
老
年

寄
を
は
じ
め
と
し
て
日
参
役
人
も
新
御
殿
へ
出
仕

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
十
八
日
に
は
藩
主
宣
富

が
帰
国
、
そ
の
日
の
内
に
新
御
殿
へ
移
り
、
姫
様

と
初
め
て
対
面
し
ま
し
た
。

新
御
殿
の
機
能

新
御
殿
は
宣
富
な
ど
藩
主
一
族
の
住
居
と
し
て

機
能
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
正
徳
三
年
三
月
、
宣

富
が
江
戸
へ
出
立
す
る
時
は
、
新
御
殿
か
ら
出
発

東
万
里
子
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－t‐畳
＝

､

し
て
い
ま
す
し
、
翌
年
の
五
月
に
帰
国
し
た
際
は
、

新
御
殿
に
入
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
朔
日
や
節
句
な

ど
の
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
「
御
城
江
被
為
入
」

や
「
御
本
丸
江
被
為
入
」
な
ど
と
記
述
が
あ
り
、

登
城
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
４
）
。
そ
の
他

に
も
、
御
用
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
評
議
の
場

な
ど
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〆』
可

一

蟹
一

■

’
声

暮
一

冬
三
＆
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一三

』

％一

認載

，
＝

》
、1

写真①｢津山古図」

新
御
殿
に
は
御
城
の
本
丸
御
殿
と
同
様
に
御
座

之
間
が
あ
り
ま
し
た
（
５
）
。
正
徳
二
年
五
月
二
十
七

日
に
．
更
山
様
（
綱
国
）
四
時
過
入
ら
せ
ら
れ

御
座
之
間
に
お
い
て
御
対
顔
：
．
」
と
あ
り
、
綱
国

が
宣
富
と
御
座
之
間
に
お
い
て
対
面
し
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
御
座
之
間
は
御
城
と

新
御
殿
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
同
日
記
事
に
．

」
『
。
／
蝋
選
璽
竺
二
詞
鋤

《

私
〃

熱

三つ皇一K
写真②｢津山御城下惣絵図」 赤い点線は写真①の時の屋敷割り

（
更
山
様
は
）
御
殿
初
て
御
入
遊
ば
さ
れ
候
…
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
御
座
之
間
は
新
御
殿
の

御
座
之
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期

の
国
元
日
記
を
読
む
と
き
、
「
御
座
之
間
」
が
ど

ち
ら
の
御
座
之
間
な
の
か
、
前
後
の
文
脈
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
御
殿
の
そ
の
後

宣
富
が
享
保
六
年
二
月
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
寛

保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
長
孝
が
帰
国
す
る
ま
で

の
約
二
十
年
間
、
国
元
津
山
で
は
藩
主
不
在
が
続

き
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
新
御
殿
も
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月
十

九
日
に
姫
様
が
江
戸
へ
出
立
し
た
後
、
御
殿
の
表

門
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
少
し
の
期

間
は
申
し
渡
し
の
場
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
七
月
二
十
四
日
に
は

「
是
迄
新
御
殿
跡
に
あ
り
候
鎮
守
稲
荷
宮
大
円
寺

へ
く
だ
さ
れ
」
と
あ
り
、
同
年
八
月
十
八
日
に
は

「
御
殿
跡
に
あ
り
候
稲
荷
神
体
大
円
寺
地
内
小
社

へ
移
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
新
御

殿
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
「
新
御
殿
」
の
名

称
か
ら
「
新
」
を
取
り
、
「
御
殿
」
と
の
み
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
６
）
。
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お
わ
り
に

正
徳
二
年
に
完
成
し
た
新
御
殿
に
つ
い
て
、
国

元
日
記
の
記
述
を
ま
と
め
ま
し
た
。
藩
主
が
ど
こ

で
生
活
し
て
い
た
の
か
、
評
議
の
場
は
ど
こ
で

あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
と
き
、
本
丸
御
殿
だ
け
で

は
な
く
、
内
山
下
な
ど
に
あ
っ
た
建
物
に
つ
い
て

も
視
野
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
御
殿
が
な
く
な
っ
た
後
、
正
徳
の
新
御
殿
ほ

ど
の
規
模
で
は
な
い
も
の
の
、
内
山
下
周
辺
に
は

評
議
の
場
や
藩
主
の
子
供
達
の
居
所
が
で
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
下
御
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
乾
貴

子
氏
が
「
津
山
城
三
の
丸
「
下
御
屋
敷
」
に
つ
い
て
」

で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
（
７
）
。

寛
保
二
年
四
月
十
三
日
に
は
「
明
日
よ
り
下
御

用
場
相
止
め
御
城
所
々
役
所
へ
道
具
遣
わ
す
」
と

あ
り
、
御
城
以
外
の
場
所
に
御
用
場
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）

十
一
月
一
日
に
は
「
内
山
下
下
村
小
膳
揚
げ
屋
敷

御
用
場
に
相
成
り
」
と
あ
り
ま
す
。
御
用
場
な
ど

の
変
遷
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
す
。

註
（
１
）
内
閣
府
『
１
７
０
７
宝
永
地
震
報
告
書
』
（
平
成
二
六

年
三
月
）
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
。

（
２
）
大
熊
が
こ
の
場
所
（
小
須
賀
の
上
げ
屋
敷
）
に
入
っ
て

く
る
の
が
元
禄
十
六
年
十
月
（
「
勤
書
」
）
で
、
立
長
院
（
綱

国
の
義
母
）
が
亡
く
な
る
の
が
宝
永
四
年
八
月
（
『
津

山
温
知
会
誌
』
）
で
あ
る
た
め
。

（
３
）
尾
島
治
「
居
住
者
の
変
遷
」
含
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
第
伍
集
永
見
屋
敷
跡
』
津
山
市
教
育
委

員
会
平
成
九
年
三
月
）
参
照
。

（
４
）
「
国
元
日
記
」
享
保
三
年
五
月
十
三
日
に
は
、
「
今
朝
御

登
城
懸
御
殿
槍
之
間
二
而
左
之
通
御
通
縣
御
目
見
被
仰

付
」
と
あ
り
、
登
城
前
に
新
御
殿
に
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

（
５
）
「
国
元
日
記
」
正
徳
二
年
五
月
五
日
に
「
御
城
着
之
節

御
城
御
座
之
間
砂
の
物
新
御
殿
御
座
之
間
ニ
立
花
」
と

あ
り
、
御
城
、
新
御
殿
両
方
に
御
座
之
間
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

（
６
）
「
国
元
日
記
」
正
徳
二
年
五
月
九
日
に
「
来
ル
十
三
日

６
新
御
殿
御
用
場
始
」
と
あ
り
、
同
月
十
三
日
に
は
「
御

殿
御
用
所
江
出
席
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
御
殿
が
出

来
て
す
ぐ
の
時
期
か
ら
新
御
殿
の
新
が
と
れ
て
御
殿
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
御
用
所

と
御
用
場
の
違
い
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
す
。

（
７
）
乾
貴
子
「
津
山
城
三
の
丸
「
下
御
屋
敷
」
に
つ
い
て
」
（
『
年

報
津
山
弥
生
の
里
第
妬
号
（
平
成
羽
年
度
）
』
）

〆 、

休館中のご案内

［資料閲覧］

閲覧可能日：月曜日～金曜日（要予約）

（祝日・年末年始は除く）の午前9時～午後5時

［頒布資料について］

当館発行の頒布資料につきましては、原則郵便にて

受け付けます。詳細はお問合せください。
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